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直観力のエラー (表紙の説明)

ベルヌーイ数という,変 な有理数の数列{Bn)が あります。定義は,

母関数により,

′/(exO(t)- 1)=n10Bn′ n/%

で与 えられますので,必要に応 じて計算 することは容易です。即 ち,Bo
=Bl=0,B2=1/6,B,=0,B4=~1/30,… …。一般に,奇数

の%については,Bn=0となりますから,{B2k〕 を調べればよいわけ

です。 B2kの1非整数部分をう(力 )と 書 くと,う (力 )は ,意外にも簡明に求めら

れます。即ち, p-1が 2kを割り切る素数 pを すべて求めるとき,それ

らの逆数の和にB2kを足すと整数になることが知られているのです。例え

ば, 2の約数は1と 2ですから,p=2,3が とれて, 1/2+1/3+
1/6=1と なり, 4の約数 1, 2, 4に応じてp=2, 3, 5を とれる

等 ・々問題 夕(m)の分布はほぼ何か?

そこで,″ をきめたとき,{%≦″ lι (%)<z〕 の元の数をA(χ ,

z)と かき,Fχ (z)=A(4z)/″ と定義し,こ の関数を調べようという

わけである。,Fχ (1)=1,Fχ (0)=0は 自明。う(笏 )は どうせ,極めて

複雑だから,F″ lz)は ほぼzに なると,大方の数学者は予測するのだが ,

実はこれがひどいまちがいであり,χ =1000,の ときのグラフが表表紙の

それである。この様子では,どんな予想もゆるさない分布と考えられる。

しかし,F″ (z)は ″→∞のとき,収東 し,関数 F(z)が定まる。Flz)は ,

自然の関数でありながら,その挙動は,極めて奇怪であり,こ の複雑さを

もたらすベルヌーイ数こそ,Fermatの大定 理解決の鍵であることを思 う

と,切 ない思いにかられる。

資料は,イ リノイ大学のWagstaff教 授の提供による (イ リノイ大学数

学雑誌24(1980)所収 )。
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新谷卓郎氏のこと (個人的思い出)

飯  高 茂

(去年 11月 14日 に急逝 した理学部助教授新谷卓郎氏の追悼文が遅れてしまいました。おわびします。)

彼が逝って半年以上たった現在でも,私 は彼の

死という現実を受け入れ難く思う。数日前にも彼

は夢の中に現れた。や うゝつ向きの顔で,向 こう

を見ている。「なんだ,す っかり元気になったじ

ゃないか」 と声の大 きさで明か るさを表現 して背

をたたくと,彼 は無邪気な笑顔になった。そして
,

私は現実に戻 され, 4時前であることを知った。

もう入眠できなかった。

新谷卓郎氏は昭和36年 3月 に都立大泉高校を卒

業 し同年 4月 ,東京大学理学科 1類 に入学 した。

S115B組であり,私 も同じ組に新入生 としてい

た。彼の強烈な第一印象を忘れ難い。当時,既に

珍らしかった角帽をかぶ り,度の強い眼鏡に,大
きな瞳,何かぎごちのない一挙手一投足 ! そし

て, じきに,彼の精神には無類のナイーブさと
,

底知れぬ無邪気さがあることを知 った。私達は
,

数学や語学の授業でよく隣り合せに座わり,数学

の専門書を読んだ感想や,そ れへの憧れを語り合

った。そ して :段 々と,彼 の数学的才能の凄さが

わかってきた。というのは,彼は,初めのうち,

ものわかりが悪いのである。のみ込みが悪 く,本

を読むスピー ドが遅い。その代り,そ の内容を徹

底 してものにし,著者の意図した以上のものを把

んでいる。私は,何度も打ちのめされた気になっ

た。数学者 とは,彼のような人だけに約束された

仕事であると,つ くづく思 った。

2年生の夏には進学生を確定せねばならない。

私は,高校の数学の先生にでもなろうと思い,数

学を進学先にきめていた。所が,彼は,物理数学

のようなものならできるかもしれない,と かいっ

て,物理科を選ぶという。そこで,「数学がいい

と思うよ,実験がないしねJと かいって説得に努

めた。確か,彼は初めに,数学へ進学を希望 して

届け,物理に変更 し,更 に, もう一度数学科に変

更届けに行 ったのである。その最後の夕方,彼 に

あったら,「実はもう一度,事務に変更 したい
,

といったら,いい加減にしなさい, と叱られたJ

というのである。私は,秘かに,そ して ,何人か

にこう言った「僕の数学への貢献は,新谷卓郎氏

を数学科に入れたことですよ」 と。

それから去年 11月 迄,18年 に亘って,彼 とは殆

んど同 じ所にいた。大学院は無論の事 ,助手に採

られたときも,理学部専任講師になったときも一

緒であった。初めての海外生活を,同 じときに同

じ所,即 ちプリンス トンの高等研究所でおくり,

帰国後には,一号館で同じ室をオフィスに用いた。

5号館建設に伴い室屋割をきめるとき,彼は,私
の隣 りに自分の室を選んでくれた。

個人的思い出はつきることがない。しかし公器

としての本誌の頁をさくことはもうできない。氏

の学問的業績は世界的であり,第一級のものであ

るが,極めて専門的だから,説明をさし控える。

リー群のユニタリ表現の研究から,概均質ベクト

ル空間のゼータ関数の解析的及び数論的研究を経

て,広い意味での解析的数論が彼の得意な分野で

あった。

最後に,新谷氏が学部 4年 のとき,旧 S l15組

のものが作ったクラス雑誌に寄稿 した一文を再録

するので,若 い学生,研究者に是非読んでほしい。
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タ  ワ  百

1 小学校に入学 してか ら今迄通算16年間学校教

育をうけて きた。いろいろな ことを学習 したはず

である。 日本語は赤ん坊のときか ら習んで きた。

学校 に入 ってか ら読み書きをな らい 日常不自由 し

ない程度 には習得 した。しか しなが らいままでど

れだけの詩歌小説 を読んだか ?明 治以降の著名な

作家の作品です ら極 くまば らに読んでいるにすぎ

ない。外国文学の翻訳についてもしか りである。

まして 日本古典や中国古典の原典にいたっては受

験の関係でそのささいな断片 にいやいや接 したに

すぎない。外国語はどうか英語は中学校か ら大学

2年 まで実に 8年間 も習ったわけで英文はなんと

か読めるようにな った。 しかしそのスピー ドたる

や小説や新聞を読むには到底実用にはならない程

度にすぎず,会話作文はできない。まして ドイツ

語以下の諸外国語に至っては特殊な分野の文献が

なんとか読めるという程度にすぎない。いかなる

国にせよ,その古典の原典に接したことはない。

以上全 く僕個人についてのはなしである。 しかし

かなり多数の人が同じような状態にあるのではな

いだろうか。つまり東西どちらの文化にせよ,そ

の基盤にある古典からはじめてじっくりと学ぶと

いうことはしていないのである。

明治以前の日本の正規の教育は,四書五経など

をじっくりとたたきこむことからはじめたらしい。

中国から輸入され,それから千数百年にわたって

消化発展されてきた文化をその根底から学んだわ

けである。幕末明治初期の人々はそういう根深い

教養を背景に西欧文化を学んだのであろう。現代

の正規の教育を受けた標準的 レベルの人間は,そ

の教育の根深さにおいて明治以前のそういう人々

に比べて遜色があるのではないだろうか。維新当

時活躍した人々の写真をみるとどうも現代の政治

家より堂々としたりっぱな風貌をしているように

理学部数学科 新 谷 卓 郎

思われる。

2 人間の生活には名目上の核心がある。それは

何かときかれれば,学生なら各人の専攻分野の勉

強と答えるだろうし (ス ポーツないし政治運動と

答える人もいる)職業人なら各自の従事する職業

と答えるだろう。ここで 2つの本質的に異なった

類が存在するように思 う。一方にとっては,そ の

核心は胸おどらされるあこがれ,フ ァイ ト,ス リ

ル,失望といったものの源泉であり,心がそこを

離れるのは,例外的な場合で,彼等には,時間の

流れは非等質的である。他方にとっては,そ の核

′らヽは義務でありrouti neで ありいかに彼がそれに

勤勉に従事 し,多 大の時間をさこうとも,彼 は「俺

はこれだけやった, これだけはかどった」といっ

た征服感に類似の感情を感ずるのが主で,食事の

時は食事に専念するし,テ レビも面白ければ娯楽

読物も面白い。僕は数学科に進学 したのだから,

生活の核心は数学の勉強のはずである。しかしふ

りかえってみると僕はほとんど常に後者のタイプ

であった。

3年 のときは講義,演習の時間が随分多かった

けれど,皆その他に 1人 であるいは数人で,い ろ

いろな本を読んでいた。僕はどういうふうに読む

べき本を選択 したろうか。どうも,「 これはいず

れは勉強しなければならない分野の良い参考書で

あるから」とか「他の人がこれを読んでいる,そ

して非常に面白いといっている。」 といった選択

原理を用いたようである。そ して読み始めた本の

うち本当に面白いと思 ったものもあるけれども,

概して,義務観と征服欲で何 とか読み進むという

ことが多かった。つまり第 2類に属したのである。

4年になるとセミナリイが始まり,講義は選択と

なった。事前に勉強したわけではなかったけれど

も,何 となく魅力を感 じていたヘルガソンの「 微

〇

●,
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分幾何学と対称空間」という著書をテキス トとす

るセミナを選び:一方広 くいろいろな方面を知り

たいとてかなり手広 く講義を聞くことにした。し

かし間もなくテキス トを少 しでも早 く通読したい

という気持になり,講義をフォロゥするために時

間をさく気にはなれなくなった。かくて講義の時

間は大部分変 じて盲写 しの時間 となった。世の中

にわからない講義を聴き黒板にかかれたことを盲

写 しするほどつらいことは少ない。こういうノー

トを見返 してみると時たま,二重写 しをしている

ことがある ! 一方セミナリイテキス トの方もは

や く通読 しようという気持で読むのだから,本当

の意味で面白くは読めなかった。テキス トを読み

終 ってから現在に至るまで相変らず,第 2類にと

どまっていることはいうまでもない。

現在,セ ミナリーテキス トの最後の章にのべら

れている内容をもっと深 く勉強したいと思ってい

る。関係文献を読み,い ままでにどのような問題

が提出され, どのように解かれてきたか,残 され

た問題は何かを知りたい。関連 した部門を勉強 し

たい。つけやきばでない真に生き生きとした知識 ,

理解を得たい。

また19世紀2o世紀前半の偉大な数学者の作品を

系統的に読んでもみたい。いままでの努力はあま

りに貧弱であり,心構えは余 りに不確かであった。

有言不実行に終 りませんように , 有言

(昭 和40年 1月 )

2月 27日 5時半から,留学生懇親会が,山上会

議所で行われた。学務‐主任の司会により,野田外

国人学生委員,西島学部長の挨拶ではじめられた。

35名 の留学生 と,44名 の教職員の出席者があり,

盛況であった。3月 に帰国する留学生を代表 して
,

黄瑞燿氏 (台湾),M.M.H.Ghoneum氏 (エ ジ

理学部留学生懇親会

プ ト).R M Frydl氏 (カ ナダ)が大変上手な

日本語 (又 は英語)でスピーチをした。何人かの

留学生が,上手に日本の歌曲を歌 うのには感心さ

せられた。理学部からK氏が,民謡を情感豊かに

歌い,やんやのかっさいを浴びてし―ヽた。 (い )

萎
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≪学部消息≫

3月 i8日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室

1 前回議事録承認

2 人事異動等報告

3 昭和55年度卒業生成績決定の件

4 再入学願いについて

5 研究生の入学について

6 研究生の研究期間延長について

7 昭和56年度日本学術振興会奨励研究員の受入

れについて

8 昭和56年度受託研究員の受入れについて

9 寄附の受入れについて

10 人事委員会報告

11 会計委員会報告

12 そ の 他

なお,当 日桑原教授,定永教授,竹内 (均 )教

授,藤原教授,霜 田教授,山崎 (敬)教授の 6教

授のご退官にあたり,記念真写の撮影 (化学教室

中庭 ,雨天の場合 1号館玄関前)及 び送別会 (午

後 5時 30分 より,学士分館 。赤門脇)を教授会終

了後に開催。

4月 22日 (水 )定例教授会

理学部 4号館  1320号館

1 前回議事録承認

2 人事異動等報告

3 研究生の入学について

4.奨励研究員の受入れについて

5 寄附の受入れについて

6 人事委員会報告

7 会計委員会報告

8 事務委員会報告

9 そ の 他

(次回以降予定 :定 例毎月第 3水躍 日13:30ん)

・ 5月 20日 ,6月 17日 ,7月 15日 ,9月 16日 ,10

月21日 ,H月 18日 ,12月 16日 ,昭和57年 1月 20

日,2月 17日 ,3月 17日

04号館 1320号室,2月 上7日 は化学教室新館 5階

講堂の予定

授 会 メ モ教

教室主任・ 施設長名簿

教 室 名

数 学 教 室

情 報 科 学 教 室

物 理 学 教 室

天 文 学 教 室

地球物理学教室

化 学 教 室

生 物 化学 教 室

動 物 学 教 室

植 物 学 教 室

人 類 学 教 室

主任教官

伊 原 教 授

後 藤 教 授

鈴木(秀次)教 授

海 野 教 授

岸 保 教 授

佐 佐 木 教 授

宮沢 (辰 )教 授

水 野 教 授

田沢 (仁 )教 授

埴 原 教 授

電話番号

4048     地

4113      o広

4171      劇也

4255    臨

4294  植

4359    
群

4391  分

4431   中

4457    地

4485    素
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主任教官  電話番号

城 教 授  4503

内 教 授  4542
□ 教 授  4574
山 教 授  4446

野 教 授
籍物蟄毒あ 鴇 38

島 教 授  4581
田 教 授  4331
崎 教 授  4233

永 教 授  4346

柴 数 授  4231

久

竹

阪

寺

飯

福

黒

山

富

小



言卜 報

・本学名誉教授小倉謙殿 (植物学教室)に は,か

ねて病気ご療養中のところ,去 る3月 18日 心不

全のため国家公務員共済組合連合会立川病院に

おいて,ご逝去されました。享年85歳 。謹んで

ご冥福をお祈りいたします。

電話番号

4000

4001

4002

理 学 部 卒 業 者 氏 名

昭和56年 3月 28日 卒業者

数 学 科

銀 林   純

久古谷 敏 行

後 藤 寿 史

清 水 富 門

神 保 秀 一

杉 田   隆

竹 内 宣 哲

玉乃井 広 臣

丹 原 大 介

中上川 友 樹

中 村 信 彦

中 山 良 幸

事務長補佐(惜響)福 井 保 男  4004

学 務 主 任  三 浦 俊 暁  4003

0本 学部元教授富山一郎殿 (動物学教室)に は
,

かねてご病気ご療養中のところ,去 る3月 9日

ご逝去されましたので謹んで哀卓の意を表 し
,

ご冥福をお祈り申し上げます。享年74歳。

教 室 名

学 務 長 (室 )

事  務  長

事務長補佐 (総畜
)

坂 上 秀 昭

坂 本 浩 一

木 下 佳 樹

中 桐 宏 樹

平 山 賢 志

山 田   純

主 任 教官

西 島 教 授

田 村 文 雄

神 戸 和 雄

文

治

靖

好

隆

義
し
史

一

毅

男

宏

行

陽

賢
　
　
治
　
　
久
性
旦

洋
　
　
日日　
昌
　
正

山

谷

原

渕

永

本

石

寄

神

崎

本

本

西

深

藤

馬

松

松

三

宮

矢

山

山

山

夫
げ
重

秋

二

弘

也

明

夫

一

哲

讐

昌

耕

和

信

典

重

順

野

岡

澤

本

山

島

原

村

瀬

出

中

原

古

松

横

飯

石

井

岩

¨
孝
　
子
　
昭
裁
聡
　
五
日　
夫
』
治
　
司
　
明
　
宏
　
彦
　
洋
　
仁

暴
雅
　
玲

哲
　
　
　
有
　
郁
４
能
　
省
　
　
　
　
　
克
　
安

田

木

成

合

木

澤

多

津

村

村

畠

山

口

豊

青

江

落

柏

唐

醇

河

川

ワ

嚇

杉

田

上 野 一 男

加 藤 欣 司

鎌 野 倉J一郎

北 村 正 裕

裏   俊 男

青 野 雅 樹

末 住 伸 子

神 田 陽 治

佐 藤   健

斎 藤   明

情報科学科

坂 井 修 一

櫻 井 貴 文

清 水   徹

関   清 隆

橋 田 浩 一

平 木 英 一
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伏 見 信 也

松 原   仁

吉 田 八穂子

和 田   孝

吉 浦   裕

(50名 )

(23名 )



齋 藩 蜘 哉

雑 業 彰 浩

内画寵里

神 奨 鐘 即

本 村 誹 文

久 裁 隆 弘

郷 灘 将 t‐

睦 藤 虞 司

魃 丼 饉 躍

鈴 木  響

高 1囲 伴 一:

壇 姉糧一部|

雪番光良
萌 嚢 藩 羮

石 lll   隆

石 橋  晃|

石 橋 典 競

鼈毅蓄 郎
dヽ .lll塵 雄

小 洲 隆 一

隆

輸

繭

明

彦

徳

鶴

叡

雄

澄

透

博

裕

裁

文

飛文学酬

燃  正 彦

黎

中 lll 一 l15

画 村  隆

藤 羅
.堺

星 警 真 転|

申謳 幹 薩
・

華 村 」
‐EA

霧 ltll翼‐即|

細 薪 韮 表

真 蹴 畠 彦

三 武‐袢 ‐.

水 籍 五 郎

緑.慟 麺 行

療 機 
‐

欝

安 個  磯

柳 下 機蜘 ‐

山 面 僕 藪

■l本 機 麟

渡 邊 機 職

中 蟻.興 澄‐

適

Ｉ
昭

藁
寒

観

楓

真

　

有

工

響

蜘

鞠

賀

藤

蠅

木
・
画

価

湯

製

柳

薗
・
血
穆

藤

詐

江

・理

籟
一
鑢

彬

鈴

逢

園

田

繊

蘭
．
鐘

一坪
と
自
一
内

・中

永

物

］
軸
鵡
』
鍮
」
峰
［
『
繭爾
ｍ一］
晦
．真
］

原
＾
野

橋
一
懐
―
本
ゎ
和

川
一
焦

源

本
Ｉ
越

谷

討

・本
・
琳
一
藤

石

磯

．岩

上
一
嬢
ら大

大

・大

大

麟

拗

北

北
一
倉

小

饉

憧 重

(塑 名》

《う名)

(10名|)

斑

新

一野

層

小ヽ

・仙

人

大

工

、墓

合

容

河

燕

均

豊
一
也

・彗

哲

真

郷

酪

奉

動

動
道高

蓄

・欝

．一

弘

司

・奥

鮭

昌
●
薮

嗣
　
　
柳

弁

未
鰭
幡

高

坪

一
一
聾
潜
７
徹
電
琴
調

夫
轟
型
閣

・僑

苗
嚢
■
　
　
　
伸

嬌
鬱
置
秀

誓

甲

中

饗

馴

本

側

獣

・輛

西

野
〓
藁

異

炉

滴

嵩

翡

罫

生

薦
１

２

之
一
人

雨

剛

憲
蹴

俊

麟

鸞

裕

塵

薔

明
輔
岬一購
』
一』
岬
嘲
蜘
列

化

高́

性

織
冨

躍

舅

・士

羹
二

籍

質

香

　

　

俊

禅

濁

健

蒼
蓋

謙

藤

黒

渡

＝

川
一
塩

朝
智

舞

・伊

君

石

講

色

海

ふ )‖ 蒙‐夫

小 澤 信 彦

大 容 此康

夫 平  .撃
塀 山   All

加 藩 導‐

枷 藤 ・F尋
久 来  驀

‐黒 侭 雅 表
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機 晟 久 謬

興 附
‐
拳‐部 |

離 業 俊 彦

欄  寡 琴

績 墟 農1翼

南

望  月

出物{L学科

藤 療 鴫 彦
:

頭 井 1人 罐

継 井  響

機 洒 弘 と

邸 科 働 籐学撰種)

準   番 目 泰 真

織   橋 本 磐'範

輛 鮨 続.軸
伽 藤 濶 ‐  竹 中 鶉 表

梶 江 膜 一   鏡 諄 工 樹

生醐 ひ轟嘩縣経)

椰 直 備
=  

面 府 証.彦

1麺輔 側 勢 ,Im
大 鶴:覇 星   市 涵 鰹‐司

/1N暮 動 博   中|、野  俊

津久十 濃 悲   根 警 聾 灯

地靭 岬嬰野曙馨〉

IW El 太 郎   竹 歯 網1昔

糠 識 善 債  仁 料 摩 麺

凌 ‐邊 めぐみ

(総名1)

(邸 名〕

松 島 優 也

誦 田 知可恵  (8名 )

(9名 )

(3名 )

(12名)

(9名 〕

ぐ衛計259鏑 )

内
”
内

な

山
義
山
一

聾
鐵

裕

『
麟

文

俊 躍

薫

輔
苺
生

彦
・
裕

細

大
暉
辛

信

慶

三
一

Ｌ
興

一澤
　
松
　
内

一
神

自

高

竹

．慮

移

動

男

子

之

和

大
・
安

知

共

伯

題

崎
ご
児

木

催

一岡

縮
雌
金
一
桑

い
』
馨
躙一

ｍ
躙
鰤
晰

藤

・本

韓

輸

薇
ｍ
．ｍ

一
一
数

裕

芽

安
・
崎

森

岡

郎

博
嶋
愛

道

草̈
警
正

・良

場

夫

．晴

文

勝

団

画

部

一前

総

麟

隆

鷺
．
滋

則

覇
１
影

・非

繹
一
尾

寧
暉

・久

与
藝

満

竃

轟

村

・鑢

儀
証
全

・藁

一
醸

藤

澤

極

雌

官

事

―

ｌ

ｌ -3-



大学院修士課程修了者氏名 (理科系研究科)

岩 淵 真 人

栗 原 高 志

中 島 匠 一

朝 田   衛

市 村 文 男

後 藤 典 夫

綿 村   哲

赤 井 和 憲

阿久津 泰 弘

阿 部 隆 幸

有 坂 勝 史

家 富   洋

池 田 東史勝

井 関   豊

糸 山   浩

猿 渡   茂

延 与 秀 人

小笠原 宗 博

大 塚   聖

大 山 素 宏

小 川 卓 司

加 藤 内蔵進

榎   一 郎

岡 本   久

儀 我 美 一

河 野 俊 丈

諏 訪 紀 幸

森 本 真 一

金 崎 克 己

岡 本   渉

落 合   勲

影 山 達 也

葛 西 淳 一

梶 野 敏 貴

加 藤   誠

金 子 邦 彦

木 村   薫

木 村   進

栗 林 壮太郎

黒 部   篤

清 水   明

申   貴 子

門 倉 真 二

川 勝   均

川 崎   清

杉 原 光 彦

昭和 56年 3月 30日

数   学

園   信太郎

高 崎 金 久

館 山 光 一

趙 康   治

角 田 秀一郎

情 報 科 学

平 賀   譲

村 尾 裕 一

物 理 学

高 田 和 正

高 橋 乙 文

多 田 吉 秀

田 中 一 雄

寺 崎 太 洋

中 井   豊

中 島   震

中 原 晴 彦

中 山 幹 夫

中 山 隆 一

乗 松 秀 行

日比野 謙 一

平 本   尚

天 文 学

山 縣 朋 彦

李  宇  眠

地球物理学

瀬 川 律 子

夏 目 善 弘

羽 田   亨

早 川   基
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豪

忠

信

彦

浩

博

伸

山

藤

田

崎

徳

内

一削

山

(19名 )

夫

行

哲

伸

ｍ田
　
士
口

池

市

山 口 和 紀 ● l

(7名 )

古 川 昭 雄

古 林 孝 夫

本 宮 佳 典

満 田 和 久

宮 田 健 治

本 村 嘉 啓

山 崎 隆 志

吉 田 伸 夫

米 田 茂 隆

んイス・アントニオ
・ダバロス

雇   泰 男

和 気   泉

(51名 )

(7名 )

比屋根   肇

日 置 幸 介

松 本   岡1

萬納寺 信 崇

和一元

幸

就

知

田

輪

新

花

夫

彦

峰

俊

村

邊

沢
　
田



山 悲 達 人 藤 血 皿 彦

蛍 弓 鰺 議

石 黙 港 豊

砦 澤 辮i治

岩 瀬 樵 ‐

種 松 真 劃

上 山  凛

本 国 具 議

、小 ,1  饉

小 原 隆 章

釘 肥 霧 表

滴 轟 幸 ‐

ぽ 藤 直 惧

輛 般 薦 弘

桑 朦 ぽ 彦

鋼 喬  悸

宇 国  圏

宇 都 港 三

鏡   節 子

Arl藤 硝 三

華.懸 藩 行

坂.入  霙

憾夜ボ  葦

髪 篇 傷 子

鳴  一 郎

畠‐村 遭 表

禰 が  博

鬱 本 鷹 司

睡 対 劇野

土 膳 虞 鮭

曇1容 晟巻醸

ィtIヽ                                 lli感                                                                                                                 言:言ξ ‐

管 野 直 人、

化  鯵

鰤 沐 雅 彦

高 木  緊

常 内 業 珊

鉤 田  顎

直 興 孤 ―

響 尻 幸 疲

譲 朦  議

端 山  機

1福 田 斎 鯛

音 lll行 夫

虫輸花學

松 崎 文 躍

儘  哲 換

靭 醐  量

動 物 1学

爆 識 一`邸

虞 野 華 子

植 働 暉

三 村 魏 即

ムー額 学

隷 遮 裕 子
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(墨 名)

星 子 獅 顎

罐 鎌 醸 夫

藤 馳 墓 爽

樹 上 鷹 鰐

村 1固  議

〒 本   潔
I

山 口 人 鄭

山 本 億 薗

首 田 正 と

濃 遡   総 【染0髪】

湯 楡  鍮

濃 血 .み ざり

長 醐 鷹 子

(10k)

(9髪 )

繋 二‐

(a名》

〔 S義〕

歩オ考■夢算|

枷 赫 艤 一

騨 谷 致 子

署 奉 :裕 之

大 .赫   勢

シャ0備ラ,えウミ

原  弘 志

心 暴 腹 薄 慧 爾 麟 也

窓

一麟

稽

檻

饗

鮒

一〓
藤

工
■
霙

縄

文

山

野

小

平

米熙

量
一

・山

拳

萩

貴

運
Ｌ

■

・騰

辮
・
精

襲

一『

泰

地

―
―

(9霧 )



繊 物 学

繰 江 靖 弘 て l ttD

理 学I J‖
       [L

,原   宏
‐福 権 公 治  江 口  卓  内1藤 IE:典  Ⅷ

(.遍 名)椰 野 著 聖   麗 烏‐ 鷺     .

柑層辱1ヨ』n`烏澤

斎. 罐 修 二    今‐越   忍   久保楓  私   大 馬1襲 雄

杉 本  譲   砦 佐 基 樹  土 犀 露 彦  水 町 竜 一

五十億 治'‐.  本 付 成 治   成,日 良,一    山 線‐藤 男

振 倉 員知樹   1木 村
.尚 志    藤■丼 郡1子 f15ガ  ●

胸 ・ 軸

量‐田 彙理子'鸞 頭 垂 一  板 垣 良 一  伊 藤 和 術

江塁El 萌 慶   1鈴 木 碁 曇                      (崎 名)

・       て合計 ,1,0名 )

◎ ]酪帥ねらってぃる G融翻清)

本輝曝継隆赫議精え国といゎれていま糞。いたる,と こ―ろで

温棒 黎醸り の1構害掘あっrでいますoあ蔽たのち.ま|っ とし

た1注意‐で鬱魂蒙奎くしヽとめら,れます。

一 端 一



昭和 56年 3月 16日 付理学博士の学位授与者 (15名 )

専門課程    氏   名          論   文  題   目

物  理  学  宇都野   恵  チ トクロムC3と ヒドロゲナーゼ系のメスバウア効果による研究

同    加 藤   潔  量子色力学におけるQ2依存性をも到 3分子分布関数とその軽粒
子対発生への応用

同    柳 沢 千 明  ペ トラのエネルギーにおける量子電磁力学の検証

人  類  学  植 田 信太郎  霊長類における赤血球GPTの 変異

学位規則第 3  伊 庭 英 夫  Cau10bacter Crescentusの 細胞同期 と染色体
条第 3項該当

同    熊 倉 成 和  X線 回折法によるチエタン誘道体の研究

同    中 山   尭  化学情報の表現と処理に関する研究

同    安 部 和 久  環境分析のためのラジカル試薬の研究

同    宮 地 晶 彦  ある特異なフー リェ掛け算作用素について

同    菅 原   隆  チョウの交尾嚢伸張受容器の構造と機能

同    小 倉 明 彦  ゾウリムシ細胞膜におけるイオンチャンネルの分布に関する研究

同    西 川 恵 子  エネルギー分散型液体X線回折装置の製作と液体の構造

同    岡 田 昌 人  ポリアミン酸化酵素の触媒機作に関する研究―特に基質認識につ
い・ C― ―

同    伊 藤 谷 生  後期中新世以降,北西秋田地方における2つの櫂曲系

同    尚  基  南  韓国・ 慶尚南道河東・ 山清地域に分布するハロイサイ ト鉱床の成
因 とハロイサイ トの鉱物学的研究

昭和 56年 3月 30日 付理学博士の学位授与者 (79名 )

数    学  青 木 貴 史  無限階の擬微分作用素について

同    田 島 慎 一  コーシー リーマン多様体上の超局所解析と偏微分方程式系の正則
解のなす層の接続問題について

同    百 瀬 文 之  モジュラー曲線 Xsplit(N)の 有理点達について

物  理  学  秋 廣   誠  超強磁場下におけるフェリ磁性酸化物のスピン相転移と輸送現象

同    今 田 正 俊  非線型場の統計力学とダイナミックス

同    岩 崎 博 行  400～ 730 VIeV/cに おけるPP前方振幅の実数部対虚数部の比
の測定

同    宇佐川 利 幸  超流動
3 Heの

緩和を伴 うスピン動力学
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専門課程    氏  名           論   文  課   題

物  理  学  大 川 正 典  漸近的自由なゲージ理論に於ける高次れ僣tの効果

同    大 橋 隆 哉  MXB 1636-53か らのX線バース ト

同    押 山   淳  金属ポリマー (SN)x及びその鎖間化合物の電子構造と物性

同    木 村 能 章  紫膜の電気 2色性

同    窪 田 有 一  エネルギーが 19oo～ 2000MeVで の,1個以上のK° sを 含む状態
へのPP消減反応の研究

同    巨 瀬 勝 美  Fe l+x Cr2-X° 4(0≦ X≦ 0.4)系 における構造相転移

同    佐々田 博 之  NH3振 動励起状態の高分解能分光

同    城 後 尚 純  明野空気シャワー観測装置で測定されたμ/e比

同    鈴 木 敏 一  低温重力波アンテナの開発

同    瀬 尾 幸 市  ゲージ理論におけるデュアル変換と可換ヒッグス模形における閉
じこめ機構

同    十 河   清  非線型力学系の研究

同    鄭  勝  公  サインーゴル ドン系におけるバイオンの研1究

同    藤 堂   清  ヘリウム薄膜の非線形振動

同    長 野 正 道  二次元及び三久元強結合プラズマの相関特性の研究

同    奈 良 広 一  液体
3 Heに

於ける準粒子間相互作用

同    西 野   仁  伝播するLorentz接 続場を伴なった超重力理論

同    馬 場 基 芳  コーナーリフレクターを用いた光領域 R amsey共鳴の実験

同    三 浦 裕 -  3He~4He混 合系の気相液相臨界点近傍に於ける臨界揺動

同    宮 下 精 二  長距離秩序を伴なわない相転移

同    森   祥次郎  半導体ヘテロ接合と人工超格子の電子構造理論に関する研究

同    吉 沢 英 樹  低次元磁性体のスピンダイナミクスの中性子散乱による研究

同    林   青 司  重いマヨラナニ ュー トリノとレプ トンフレーバーの非保存過程

天  文 学  浜 部   勝  表面測光によるレンズ型および渦巻型銀河の構造の研究

地球 物 理 学  岩 崎 貴 哉  粘弾性層を合む多層構造媒質中の準静的変形についての理論的
研究 (表面荷重及び断層運動の場合)一上部マントルの粘性的構
造一
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専門課程    氏   名          論   文  課   題

地球 物 理 学  江 口 孝 雄  背弧海盆のサイス千テク トニクス及びプレー ト境界部における幾
つかの問題

同    久保田 雅 久  福島海岸で観測される陸lll波

同    小 玉 一 人  小笠原諸島及び西南日本四万十帯の古地磁気学 :フ イリピン海形
成への応用

同    座 間 信 作  不規則構造に対する地震波の挙動

同    柴 崎 和 夫  大気N02の研究 :分光学的測定及び解釈

同    中 西 一 郎  地球マン トルの地震学的構造

同    浜 田   望  オ リンピースピネル相転移機構

同    本 田 勝 彦  岩石破壊の際の希ガス放出

化    学  牛 木 秀 治  発光プロープ法による溶液中での高分子鎖のダイナミックスと反
応性の研究

同    大 谷 弘 之  ピコ秒分光法による光化学初期過程の研究

同    大 場   茂  遷移金属および遷移金属錯代結晶中の電子密1度 分布

同    片 桐   元  TMPD結 晶における再結合発光

同    久保田 裕 康  電子分光法による準安定励起原子と固代表面の分子との相互作用
の研究

同    黄  端  燿   天然放射性核種による深海堆積年代の研究-230Th法 と10Be法

の比較

同    小 杉 信 博  簡単な分子の光電子スペクトルにおける多電子効果

同    坂 □ 喜 生  光化学反応に対する磁場効果

同    正 田 晋一郎  ハ ロゲン化スズ■),フ ッ化セシゥムなどの金属塩を用いる選択的
合成反応の研究

同    菅   和 彦  光検出磁気共鳴による芳香族ガルボニルおよび芳香族アザ化合物
の二重項 りん光状態の研究

同    高 橋 純 一  非分散型真空紫外水銀分析装置の開発,な らびにその地球化学応
用

同    田 辺   潔  大気圧ヘ リウムマイクロ波誘導プラズマ発光分光分析

同    角 田 欣 一  高温炉中の原子・ 分子の生成機構並びに分光化学分析への応用に
関する研究

同    永 井 尚 生  長半減期放射性核種
202 Pbの

半減期測定

同    並 河 美 鈴  植物化石中の有機物質およびエボキシフムラジェンの酸触媒閉環
反応

同    森   輝 雄  フルオレン環に置換基を持つ9-(1-ナ フチル)フ ルオレン誘
導体 と9-(8-メ チルー 1-ナ フチル)フ ルオレン誘導体の回
転異性体の研究
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専 門課 程

生 物 化 学

同

同

同

同

同

動  物  学

同

同

同

同

同

同

植  物  学

地  質  学

同

同

同

同

物  理  学

相 関 理 化 学

同

同

同

氏   名

飯  田 和 子

今 村 員知子

中 山   孝

成 瀬 英 典

西 田 栄 介

服 部 成 介

赤 坂 甲 治

川 上 速 人

河 村 孝 介

モハメ ド・ M・
ゴーニモ

小 林 裕 太

高 橋 純 夫

増 井   徹

沓 掛 和 弘

石 渡   明

多 田 隆 治

ポール・
フ リーデル

´ヾルぅたル ド

M.バ ルセロナ

矢 島 道 子

佐 々木 信 行

高 瀬 晶 彦

野 口   茂

花 城 宏 明

山 岸 明 彦

論 文 課 題

マクロファージによる赤血球貧食の初期過程の解析

クラミドモナスにおける無機炭素およびその他の諸物質のとりこ
みの調節 :カ ルシウムによる促進およびアンモニアによる阻害

分離神経細胞における細胞骨格蛋白質の合成

棘皮動物卵表層の微小管再構成阻害因子

微小管再構成の制御 :Ca2t Mg2+ィ ォンと調節蛋白因子

ブタ肝高分子量ポリペプチド鎖延長因子FF-1の 精製およびそ
の性質

ウニ初期胚における硫酸化多糖体 とその生物学的役割に関する研
究

ラット肝細胞膜に存在するプロテオグリカンの生物学的機能に関
する研究

無尾両生類の副腎に存在する夏細胞に関する組織細胞学的研究

メダカ胸腺におよぼす放射線の影響に関する形態学的研究

視床下部・下垂体後葉系の加齢。特に老齢 Wistar/Tw系 ラット
における多飲・多尿現象についての解析

雌雄ラットにおける加齢にともなうプロラクチン分泌の変化に関
関する研究

鳥類胚における卵黄嚢内胚葉の消化管間充織存在下での異形分化

特定 DNA領 域の逆位による貴伝子発現調節機構の研究

西南日本内帯 。夜久野オフィオライ トの苦鉄質岩と超苦鉄質岩の
岩石学

北 日本新第二系珪藻質堆積物の続成変化

房総半島南部における完新世の介形虫類

ケゾン,マ スバテ,北 レイテ地域におけるフィリピン断層帯の断
層の性質およびその構造発達への関わり

房総半島産後期更新世の介形虫類

温泉産含鉛重晶石の地球化学的鉱物学的研究

タングステンカルコゲナイ ドの光物性の研究

大腸菌変異株を用いることによる,t RNA中 の修飾 ヌクレオシ
ドQの構造,生合成,機能に関する研究

光励起アルゴンLMM Auger電 子の Read効 果

オオバネモ葉緑体のヵチォン活量とクロロフィルaの蛍光収率変
化
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結 議 記

こう0つのを非常事態というめであろうヵ原構

締歯日がすぎても,読陽記事が■本も彙まらない

.齢りに 鰍副所も供まっていない。仕方|な:く

・
非常持出し目の原稿を自分の頭からしぼり綺す逮

目になめ,そし'■‐亡友の臨 を借りて何とか恰

好がつい1焼 親友とはまことに有難1ヽ もので,死
してなお動けてくれるのである。合義   Gう

毎月 1日 lよ

「省エネルギーJ

の 日 で す。
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